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令和４年度全国学力・学習状況調査の特徴と
これからの理科授業づくりの視点

立命館大学教授　野原　博人

　

１．令和4年度全国学力・学習状況調査の特徴
　令和４年度全国学力・学習状況調査では，評価の観点とし

て「知識・技能」，「思考・判断・表現」に関わる内容が出題

されました。これは，資質・能力の三つの柱における，「知

識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」と関連しています。

　今回の調査では，「知識・技能」に関わる問題が17題中６
題，「思考・判断・表現」に関わる問題が17題中11題出題され，
前回調査と同様に「思考・判断・表現」に関わる出題が多い

傾向が見られます（表１）。また，今回の問題では，知識及

び技能を高めながら問題を解決していく学習場面などが設定

されていることから，学習指導要領（平成29年告示）で示
された，「『資質・能力』は相互に関係し合いながら育成され

る」という理念を反映した調査であったと捉えられます。

　今回の調査の特徴の１つとして，前回調査同様，どの設問

においても「主体的・対話的で深い学び」の実現を意図した，

問題解決の過程における具体的な学習場面が設定されている点が挙げられます。例えば，大問2では，児童同士の

対話により，自分や他者の気付きを基に差異点や共通点を捉えながら比較することを通して，新たな問題を見いだ

していく場面が設定されています。この設問では，凍った水溶液について試したいことを基に，見いだされた問題

の内容について記述できるかを見ています。問題を見いだし，予想や仮説を基に解決の方法を発想して表現する，

観察，実験から得られた結果を基に表現する，科学的な言葉や概念を使用して考えたり，説明したりするなど，「主

体的・対話的で深い学び」の実現に向けた，理科授業づくりの視点と問題解決の重要性が改めて示されたといえます。

　さらに，もう１つの特徴として，GIGAスクール構想により整備された１人１台のタブレット型端末を理科の問
題解決の中で利用した場面が初めて出題されました（大問1）。観察の結果をタブレット型端末で記録し，情報共

有し，自分の考えを改善する学習場面などが設定されています。理科授業におけるICTを活用した学習活動の充実
や指導の改善の視点が示されたといえます。

　ここまでを踏まえると，今回の調査の特徴として，次の３点が挙げられます。

　（１）育成を目指す資質・能力を明確にした学習過程の重視
　（２）「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善へのメッセージ
　（３）ICTを活用した学習活動の充実と指導の改善

表１  令和４年度全国学力・学習状況調査（小学
校理科調査）の評価の観点と問題作成の枠
組み及び出題数
評価の観点 視点 出題数

知識・技能
知識 ４

技能 ２

思考・判断・表現

分析・解釈 ６

構想 ２

検討・改善 ３

※ 平成31年度以降の調査問題では，従来の「主として『知
識』に関する問題」，「主として『活用』に関する問題」
といった整理が見直され，一体的に調査問題が構成さ
れている。今回の調査問題では，評価の観点として「知
識・技能」，「思考・判断・表現」，問題作成の枠組みと
して，「知識」，「技能」，「分析・解釈」，「構想」，「検討・
改善」が設定された。
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２．これからの理科授業づくりの視点
　以上の特徴から，これからの理科授業で求められる授業づくりについて考えていきましょう。

（１）育成を目指す資質・能力を明確にした学習過程の重視
　理科授業における器具の理解や正しい扱い方の習得は，観察・実験でその器具を使用する意味理解や目的意識を

高める場面を，問題解決の過程に沿って設定していくことで促進されます。例えば，授業者が「水をはかりとるた

めにメスシリンダーを使います。」と単に示すのではなく，「予想や仮説を確かめるためには，どんな器具を使用す

る必要があるかな。」というように，問題解決の過程の中に自分の考えを顕在化させることで，児童のメスシリンダー

を使用する必要感が高まります。自分の考えをもつことは，思考力・判断力・表現力等の育成に関わる学習活動で

す。このような過程を通して，意味理解を伴う器具の理解や正しい扱い方など，生きて働く「知識及び技能」の習

得が促されていきます。資質・能力の相互作用を意識しながら，育成を目指す資質・能力を明確にした学習過程を

重視していくことが肝要です。

（２）「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善へのメッセージ
　今回の調査では，記述式の出題が前回よりも１題増えました。記述式の出題には，観察・実験で得た結果を他者

の気付きの視点から分析・解釈し，より科学的な考えへの検討・改善を通して，知識をつくり出していく学習過程

の重要性が示されています。これは，理科における「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善へのメッ

セージです。こうした授業改善において重要なのは，問題解決における見通しと振り返りの促進によって，自分の

考えをより妥当なものにしていく過程の充実です。見通しと振り返りの促進は，学習状況に関するメタ認知を促す

ことにより実現します。メタ認知とは，自分や他者が考えたり理解したりすることなどの認知を一段上から捉える

ことです。問題解決の過程において児童がメタ認知を働かせる場面を意図的に設定し，考えを科学的なものに変容

させていきながら知識をつくり出していく理科授業づくりが求められています。

（３）ICTを活用した学習活動の充実と指導の改善
　理科授業のICT活用において重要なことは，「観察・実験の代替」としてではなく，児童の学習の一層の充実を
図るための有用な道具としてICTを位置付けることです。問題解決における場面を適切に選択し，教師の丁寧な指
導の下で効果的にICTを活用することが求められます。ICTを活用した理科授業では，観察・実験の実施や結果の
整理において，その機能は効果を発揮します。また，予想や考察の過程においても，クラウドを利用することによっ

て，各自の考えや表現を共有したり交流したりする学習活動を設定することも可能です。理科授業の観察・実験な

どの指導にあたっては，直接体験が基本ですが，指導内容に応じて，適宜コンピュータや情報通信ネットワークな

どを適切に活用することによって，児童の学習の場を広げたり，学習の質を高めたりすることができます。

　どの点においても重要なのは「問題解決の過程」です。これまでの理科授業で大切にされてきた問題解決の過程

を，児童の学習状況に合わせながら，より一層充実していくことが求められています。
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1 生命に関する問題⑴⑵
問題を解決するまでの道筋を構想，追加された情報を基に，より科学的な考えへの検討・改善

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の区分・領域 評価の観点 問題

形式

1 1
見いだされた問題を基に，観察の記
録が誰のものであるかを選ぶ

問題を解決するために必要な観察の
視点を基に，問題を解決するまでの
道筋を構想し，自分の考えをもつこ
とができる

生命 思・判・表 選択

◎教科書との関連（３年「生き物をさがそう」「表す」）
・3年 p.10　生き物をくわしく知るために，観察の視点を子どものふき出しで例示し，問題につなげています。
・3年 p.11　問題を解決するための観察の視点を具体的に示し，記録カードの例も掲載しています。
・3年 p.168　「きろくカードのかき方」で観察記録のポイントを紹介しています。デジタルカメラで写真を撮って
記録カードに貼るなど，くふうしている例も紹介しています。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の区分・領域 評価の観点 問題

形式

1 2
自分の観察の記録と新たに追加され
た他者の観察の記録を基に，問題に
対するまとめを見直して書く

自分で行った観察で収集した情報と
追加された情報を基に，問題に対す
るまとめを検討して，改善し，自分
の考えをもち，その内容を記述でき
る

生命 思・判・表 記述

◎誤答の例と指導のポイント
・問題と，それを解決するための方法との関係を見誤り，育ち方やすみかを選択することが考えられます。
    どんな問題を解決したいのか，そのためにどんな観察の視点が大切であるかを，子ども自身に考えさせ
る場を設定します。記録の仕方は，3年 p.168も活用するとよいでしょう。タブレット型端末に記録する場合も，
問題に基づいた観察の視点で記録するように指導します。

▼ 3 年 p.10

▼ 3 年 p.11

▼ 3 年 p.168
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◎教科書との関連（３年「こん虫のかんさつ」）
・3年 p.67　昆虫がたまごから成虫まで育つ過程を，かきこみ式のフローチャートで提示しています。
・3年 p.68-69　「けっかから考えよう」では，さまざまな昆虫の観察記録を基に，子どものふき出しで考察のヒ
ントを与えながら，問題に対するまとめを導く学習場面を紹介しています。

・3年 p.40　「けっかから考えよう」では，観察の記録を比較し，共通点や差違点を見いだし，まとめを検討する学
習場面を掲載しています。

◀ 3 年 p.67

▼ 3 年 p.68ー69

3 年 p.40 ▶
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1 生命に関する問題⑶
自然の事物・現象の理解

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の区分・領域 評価の観点 問題

形式

1 3
昆虫の体のつくりの特徴を基に，ナ
ナホシテントウが昆虫であるかどう
かを説明するための視点を選ぶ

昆虫の体のつくりを理解している 生命 知・技 選択

◎教科書との関連（３年「こん虫のかんさつ」）
・3年 p.65-66　昆虫の成虫の体のつくりを観察する方法と結果をまとめています。

◎誤答の例と指導のポイント
・【問題に対するまとめ】として，何が不十分であるかを〈あきらさんの記録〉から読み取ることができずに，誤
答を記述する場合があります。

    昆虫の育ち方の順序を確認します。時間的な見方を働かせるよう「観察した日付」に着目させながら，〈あ
きらさんの記録〉を〈ひろしさんが記録を整理したもの〉と関係づけて分析・解釈させ，ひろしさんのまとめの
不十分な点に気付かせます。

◎誤答の例と指導のポイント
・昆虫の成虫の体のつくりを理解できていない場合，「選択肢 1」，「選択肢 3」，「選択肢 4」を選ぶ誤答がありえます。
    昆虫の成虫の体のつくりを，図を使って説明します。昆虫の成虫の体に共通する特徴を理解させ，その特
徴を他者にわかりやすく説明するには，どの部分をどの角度から写真におさめる必要があるか考えさせます。 

▼ 3 年 p.65 ▼ 3 年 p.66
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1 生命に関する問題⑷⑸
提示された情報を複数の視点で分析・解釈，自然の事物・現象を気付きの視点で分析・解釈

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の区分・領域 評価の観点 問題

形式

1 4
資料を基に，カブトムシは育ち方と
主な食べ物の特徴から二次元の表の
どこに当てはまるのかを選ぶ

提示された情報を，複数の視点で分
析して，解釈し，自分の考えをもつ
ことができる

生命 思・判・表 選択

◎教科書との関連（３年「こん虫のかんさつ」「これまでの学習をつなげよう」）
・3年 p.62-64　「昆虫のすみか」に視点をおいた問題を提示し，昆虫は食べ物のある場所やかくれるところがあ
る場所に多くいること説明しています。

・3年 p.67-69　「昆虫の育ち方」に視点をおいた問題を提示し，2種類の育ち方をまとめています。
・3年 p.138　2つの視点でものを分類する学習場面を紹介しています。

▼ 3 年 p.62ー64 ▼ 3 年 p.67ー69



-26-

◎誤答の例と指導のポイント
・1つの視点のみから判断することで「選択肢 2」，「選択肢 3」
を選択する誤答が考えられます。

    「育ち方」と「主な食べ物」の 2つの視点で〈資料〉
を見直し，カブトムシが二次元の表のどこに当てはまるの
か，自分の考えをもたせるように指導します。

▼ 3 年 p.138

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の区分・領域 評価の観点 問題

形式

1 5
育ち方と主な食べ物の二次元の表か
ら気付いたことを基に，昆虫の食べ
物に関する問題を見いだして選ぶ

観察などで得た結果を，他者の気付
きの視点で分析して，解釈し，自分
の考えをもつことができる

生命 思・判・表 選択

◎教科書との関連（３年「こん虫のかんさつ」「理科の考え方をはたらかせよう」）
・3年 p.63　昆虫のすみかを予想する場面を提示して，食べ物とすみかの関係を考えさせています。
・3年 p.178-179　「理科の考え方をはたらかせよう」では，比較の考え方を働かせながら差異点や共通点を明ら
かにし，それらを基に「問題を見いだす」といった理科の基本を，ノーベル賞受賞者の大隅良典先生からのアド
バイスを基に，説明しています。

◀ 3 年 p.178ー179



-27-

▼ 3 年 p.63

◎誤答の例と指導のポイント
・設問中の【気づいたこと】を基に昆虫の食べ物に着目したものの，表の 4つの分類以外の内容に視点をおくこと
ができずに「選択肢 2」「選択肢 4」を選択することがあります。

    【気づいたこと】は，幼虫と成虫の食べ物について比較していることを説明します。そのうえで，表の 4
つの分類に当てはまらないものに注目し，【問題】へ導きましょう。
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2 粒子に関する問題⑴⑵
器具の理解，正しい扱い方

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の区分・領域 評価の観点 問題

形式

2
1

一定量の液体の体積を適切にはかり
取る器具の名称を書く

メスシリンダーという器具を理解し
ている 粒子 知・技 短答

2

水 50ｍ Lをはかり取る際に，メス
シリンダーに入れた水の量を正しく
読み取り，さらにスポイトで加える
水の量を選ぶ

メスシリンダーの正しい扱い方を身
に付けている 粒子 知・技 選択

◎教科書との関連（５年「もののとけ方」「器具の使い方」）
・5年 p.138　メスシリンダーの使い方を説明しています。
・5年 p.182　本問の設定と同様の状況での操作の仕方を掲載しています。メスシリンダーの使い方，目盛りの読
み取り方について，イラストを用いて説明しています。

▼ 5 年 p.138 ▼ 5 年 p.182

◎誤答の例と指導のポイント
・メスシリンダー内の水の体積を誤って 48 mLと読み取り，「選択肢 1」を選ぶことが考えられます。
    メスシリンダーの目盛りを読むときは，液面のへこんだ下の面を，真横から見て読むことを説明します。
教科書 5年 p.138のQRコードを読み取ると，メスシリンダーの使い方や目盛りの読み方を動画で確認すること
ができます。必要に応じてご活用ください。
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2 粒子に関する問題⑶
実験の結果を基にしたより科学的な考えへの検討・改善

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の区分・領域 評価の観点 問題

形式

2 3

水溶液の凍り方について，実験の結
果を基に，それぞれの水溶液が凍る
温度を見いだし，問題に対するまと
めを選ぶ

自分で発想した予想と，実験の結果
を基に，問題に対するまとめを検討
して，改善し，自分の考えをもつこ
とができる

粒子 思・判・表 選択

◎教科書との関連（ ４年「水のすがた」・５年「もののとけ方」）
・4年 p.158-160　本問と同様の実験を行い，結果に基づいて考察し，まとめています。
・5年 p.135　水溶液について説明しています。

▲ 4 年 p.158

▼ 4 年 p.160

▲ 4 年 p.159

▼ 5 年 p.135
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2 粒子に関する問題⑷
自然の事物・現象を気付きの視点で分析・解釈

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の区分・領域 評価の観点 問題

形式

2 4
凍った水溶液について，試してみた
いことを基に，見いだされた問題を
書く

自然の事物・現象から得た情報を，
他者の気付きの視点で分析して，解
釈し，自分の考えをもち，その内容
を記述できる

粒子 思・判・表 記述

◎教科書との関連（３年「こん虫のかんさつ」）
・3年 p.4-5　問題解決の過程を
「フラッグ＆ライン」でわかり
やすく示しています。児童が自
然事象に主体的に向き合う中で，
自らの想いに基づいて問題を見
つけたり，学習をふり返って新
たな問題につなげたりする力が
培われるようにしています。

◎誤答の例と指導のポイント
・凍った水溶液を対象として解答
しているものの，「調べよう」，
「試してみよう」などのように，
行為を目的とした解答が考えら
れます。問題文をよく読んで解
答するよう指導します。

・凍った水溶液を対象として，「ど
うなるだろう」など，明確では
ない変化を記述する場合が考え
られます。科学的な問題に近づ
けるよう具体的な記述を促しま
す。

    はるとさんの気付きの視点を確認し，自然の事物・現象の性質や規則性などを確かめるような問題を導か
せるよう指導します。科学の基本として，「再現性」「客観性」などの条件を意識させることも大切です。

◎誤答の例と指導のポイント
・実験の目的を理解できていない場合，（ア）で「選択肢 2」や「選択肢 3」を選んだり，（イ）で「選択肢 7」を選
んだりすることが考えられます。

    問題文をよく読んで，実験の目的を十分に理解させます。
 問題に正対したまとめを導くためには，それぞれの液体が凍ったときの「温度」に着目することが大切であるこ
とに気付かせます。

▼ 3 年 p.4 ▼ 3 年 p.5
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3 エネルギーに関する問題⑴
自然の事物・現象の理解

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の区分・領域 評価の観点 問題

形式

3 1
光の性質を基に，鏡を操作して，指
定した的に反射させた日光を当てる
ことができる人を選ぶ

日光は直進することを理解している エネルギー 知・技 選択

◎教科書との関連（３年「光のせいしつ」）
・3年 p.102-104　日光の進み方を調べる実験を通して，光が直進することをまとめています。また，実験をする
際に目を傷めないための注意事項を示しています。

◎誤答の例と指導のポイント
    光が直進することを理解させたうえで，的に対する 3人の位置関係を確認させ，的と三角形の穴の空いた
ダンボールの板を結ぶ直線上に，誰がいるかを考えさせます。

▼ 3 年 p.102

▼ 3 年 p.104

▼ 3 年 p.103
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3 エネルギーに関する問題⑵
適切な記録

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の区分・領域 評価の観点 問題

形式

3 2
実験の結果から，問題の解決に必要
な情報が取り出しやすく整理された
記録を選ぶ

問題に対するまとめを導きだすこと
ができるように，実験の過程や得ら
れた結果を適切に記録している

エネルギー 知・技 選択

◎教科書との関連（３年「光のせいしつ」）
・3年 p.105-106　はね返した日光を重ねる実験を行い，結果をまとめています。
・3年 p.110　本問の類題を掲載しています。

◎誤答の例と指導のポイント
・問題を的確に把握できていないために，「選択肢２」以外を選んでしまうことが考えられます。
    問題をもう一度よく確認し，予想を確かめるために何を記録する必要があるかについて，考えさせます。

▼ 3 年 p.105 ▼ 3 年 p.106

▼ 3 年 p.110
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3 エネルギーに関する問題⑶⑷
追加された情報を基にしたより科学的な考えへの検討・改善，実験で得た結果を問題の視点で分析・解釈

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の区分・領域 評価の観点 問題

形式

3 3

鏡ではね返した日光の位置が変化し
ていることを基に，継続して同じ条
件で実験を行うために，実験の方法
を見直し，新たに追加した手順を書
く

自分で発想した実験の方法と，追加
された情報を基に，実験の方法を検
討して，改善し，自分の考えをもつ
ことができる

エネルギー
・地球 思・判・表 短答

◎教科書との関連（３年「光のせいしつ」「かげと太陽」）
・3年 p.105-106　日光をはね返して当てた物の温
度をはかる実験を紹介しています。

・3年 p.90-91　太陽が東から西へ動くため，かげ
は西から東へ動くことを解説しています。

◎誤答の例と指導のポイント
・「鏡の向き」を「鏡」，「かんの位置」を「かん」とだけ解答した場合には，不十分であることに気付かせます。
    太陽の位置が変化することで，反射した日光の当たる位置も変化することを確認させます。そのうえで，
予想したことを確かめるために必要な実験方法を，具体的に考察できるよう支援します。

▼ 3 年 p.90 ▼ 3 年 p.91

▼ 3 年 p.105

▼ 3 年 p.106
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問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の区分・領域 評価の観点 問題

形式

3 4
問題に対するまとめから，その根拠
を実験の結果を基にして書く

実験で得た結果を，問題の視点で分
析して，解釈し，自分の考えをもち，
その内容を記述できる

エネルギー 思・判・表 記述

◎教科書との関連（３年「光のせいしつ」）
・3年 p.105-106　はね返した日光を重ねたときの明るさと温度を調べる実験をしています。
・3年 p.96　実験で得た結果を，問題の視点で分析して，解釈し，問題に正対したまとめを導く過程を例示しています。

◎誤答の例と指導のポイント
・「わけ」の説明として，実験で得た結果のうち，「缶
の色」「時間」「水の温度」などの視点のいずれかが
不足している場合がありえます。

    【問題】に対するまとめの根拠として，具体
的な実験結果と，その結果を問題の視点で捉えた考
察とを，しっかり分けて書くように指導します。

▼ 3 年 p.105 ▼ 3 年 p.106

▼ 3 年 p.96
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4 地球に関する問題⑴
観察で得た結果を問題の視点で分析・解釈

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の区分・領域 評価の観点 問題

形式

4 1
冬の天気と気温の変化を基に，問題
に対するまとめを選ぶ

観察で得た結果を，問題の視点で分
析して，解釈し，自分の考えをもつ
ことができる

地球 思・判・表 選択

◎教科書との関連（４年「天気と１日の気温」）
・4年 p.20-22　1日の気温の変化を記録しています。また，「気温のはかり方」で，正しい気温のはかり方を説明
しています。

◎誤答の例と指導のポイント
・気温の変化の傾向を，晴れていた日は小さく，曇っ
ていた日は大きいと解釈し，「選択肢１」を選択す
る場合がありえます。

    グラフの正しい読み取り方を確認します。観
察で得た結果を【問題】の視点で分析し，考察する
ことを指導します。

▼ 4 年 p.20 ▼ 4 年 p.22

4 年 p.21 ▶
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4 地球に関する問題⑵
問題を解決するまでの道筋を構想

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の区分・領域 評価の観点 問題

形式

4 2
夜の気温の変化について，他者の予
想を基に，記録の結果を表したグラ
フを見通して選ぶ

予想が確かめられた場合に得られる
結果を見通して，問題を解決するま
での道筋を構想し，自分の考えをも
つことができる

地球 思・判・表 選択

◎教科書との関連（４年「天気と１日の気温」「理科につながる算数のまど」）
・4年 p.20,22　天気と 1日の気温の変化を調べ，結果をグラフに表しています。
・4年 p.21　「気温のはかり方」で，気温をはかるときに注意することを説明しています。
・4年 p.24　晴れの日と雨の日の気温の変化を表したグラフを比べる類題を掲載しています。
・4年 p.193　折れ線グラフの読み取り方を説明しています。

▼ 4 年 p.20 ▼ 4 年 p.22

▼ 4 年 p.21

▼ 4 年 p.193

◀ 4 年 p.24
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◎誤答の例と指導のポイント
・自身の生活経験のみを頼りにして，日没後に気温が下がり続ける「選択肢３」を選ぶことが考えられます。
    実際には，じろうさんの予想は正しくはありませんが，もし，じろうさんの予想が正しければ結果はどの
ようになるか，グラフの縦軸と横軸を確認しながら，見通しをもたせるように指導します。

4 地球に関する問題⑶
観察などで得た結果を複数の視点で分析・解釈

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の区分・領域 評価の観点 問題

形式

4 3
結果からいえることは，提示された
結果のどこを分析したものなのかを
選ぶ

観察などで得た結果を，結果からい
えることの視点で分析して，解釈し，
自分の考えをもつことができる

地球 思・判・表 選択

◎教科書との関連（４年「天気と１日の気温」）
・4年 p.24　「活用しよう」では，5日間にわた
る気温の変化の例を挙げて，天気による気温変
化のちがいを考察させるようにしています。

◎誤答の例と指導のポイント
・「晴れた夜」のみではなく「くもった夜」も含
めて解答することが考えられます。

    問題文をよく読んで，①～③の考察の根
拠となる観測結果がそれぞれ何であるかを，丁
寧に確認させるように指導します。

▼ 4 年 p.24
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4 地球に関する問題⑷
自然の事物・現象の理解

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の区分・領域 評価の観点 問題

形式

4 4
鉄棒に付着していた水滴と氷の粒は，
何が変化したものかを書く

水は水蒸気になって空気中に含まれ
ていることを理解している 粒子・地球 知・技 短答

◎教科書との関連（４年「水のゆくえ」「水のすがた」）
・4年 p.171-172　空気中の水蒸気が冷やされると水になることを，実験を通して見いだし，結露について説明し
ています。

・4年 p.174　「活用しよう」では，本問と関連する問題を取り上げています。
・4年 p.161　水の 3つのすがたを説明しています。

▼ 4 年 p.172

◎誤答の例と指導のポイント
・「湯気」と解答するなど，空気中にある水を正確に理解できていない場合が考えられます。
    水には固体，液体，気体の３つのすがたがあることを説明し，地面や水面から蒸発した水は，目に見えな
い水蒸気として空気中に存在することに気付かせます。また，空気中にある水蒸気は冷やされると，水や氷に変
化することを理解させます。

◀ 4 年 p.174
4 年 p.161 ▶

▲ 4 年 p.171


